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      G・M計 数管の自然計敏除去方法に就て
   On the Eliminating Method of Natural Count$of G-M Counter
        木 村 毅 一 。林 竹 男 ・酉 川 喜 良 ・石 崎 可 秀
      Kiichi Kimura, Takeo Hayashi, Kiyoshi Nishikawa and Yoshihide Ishizaki
 G-M計 激管 を用 いて弱 い β放 射能 を測 定す る場合 に常 に1欝ま され るのは 自然計数 であ る.
そこで我 々は次 の如 くして 自然 計数 の除 去を試みた. l
              I.計 融 管 の 配 置
 第1圖 の如 きヂ イメンジ ヨンのA1,A2,B         第1圖
il藩灘塗些
同時に通 る放射線 のみ計敷 し,Alの み, A2 ・'一'一一 一一一 一.._-Eア。,、L ....一一 一
のみ,及 び 《1とR群,A2とB群, A1,
A2,B群 を同時に通 る放射線は計数 しないか ら,自 然計敷が除かれ る筈である.
           亜.上 の配 置 を用い るに到 つ た過 程
 i) 白然計数中の宇宙線成分
 我 々は自然計数の原因を一・態宇宙線,周 園の物質や計数管の構械 物に含 まれる放射能,白 然
放電,及 びその他の電磁現象に露し得 る.そ                            第2圖
ll欝灘噛
の計数管を通るから,此の場合自然計数は無
                  (卵)
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くな る筈で あ る.宇 宙線 の實 際の測 定は第2圖 の如 くに行つ た.A.1とBI, Pir, PIIIと の同時
放 電 の計数 こ2.65ノ分,AとEエ. AとB]1の 同時放電の計数 は殆 ん ど等 し く,AとiFmの そ
れは殆ん ど0で あつ た.故 に第2圏 のL) fl, PIIIにAに 關 して謁穗 に,更 に2本 の計数管 を
加 えた場合 について計算 すれば,AとB群 の同時放電 の計激=2.65×%=4.99/分 ÷5/分 と
な る,
.ii)宇 宙線 に封 す る計数管 の効率       '
 我 々がi)に 用いたAな る計数 管の自然計敷 は『二均12/分 で あ る.宇 宙線 に よる自然計数 が
3/分 であ るこ とは宇宙線 にム して計数 管の効率が50%の 程度 か,叉 は 自然 計数 の中牛数以上が
宇 宙線以 外の もの に依 るか であ る.宇 宙線 に封す る効率 は次の如 くして求 めた.即 ち3本 の計
敏管BL BIr, BIIIを 軸 が一つの鉛直面内にあつ て水雫 に,上 か らBI, BII,£IIIの 順 に並べ,
1三iとBIIの 距離 は5.8糎, IRTIとBIIIは 密接 させて置 いた.
      BIどFIIの 同時放電の計数=4」0/10分          (1)
      £エと1」11,BIIIの 同時放電 の計激=4.15/10分       t・〈2)
 若 し宇宙線 に到 レ効率 が50%と すれば(2)は(1)の 号倉倍 でな,ければな ら9[}・故 に宇宙線 に笥す
る計数管 の効率 は100%に 近 い と考 えて よい.從 つて良姫 な計撒 管で も,宇 宙線以外 の自然 計
数 が全盟 の約牛敷 を占め る.こ の淺 りの部 分を除去す る爲 に第1圖 の如 く配置 した.
                巫・ 測     定
 實際 にば第1圖 の如 く試料 を置 いて,・ 、1,・、2を 同時 に通 る粥い β放射能 を測 るのであ るか
ら,試 料 とA2と の距離 を小 さ くし,試 料 に到す る計数管 の立艦角 を大 き くしなければ測定能
率が悪 くな る.故 にAコ,A2の 中心線 を共通 にし,二 つ の陰極 はエボナイ トで絶縁 し,立 腱角
を大き くす る様 に し,更 にAl, A2相 互の誘導放電 を無 くす る爲 に,・N .1,.㌧ の境 界には薄
いアル ミの箔 を用 いて同時放 卍型 計数管 を作つた.測 定値 は次 の如 くであつた.第1圖 に於 て
      Alの みの自然 計数=17/分
      A2の みの 肖然計数=18/分
      A1, A 2の 同時放電 に よる自然 計va =O.32/分
      A1, A2の 同時B群 の反 同時放亀 による自然 計数=021/分
 ・更 にA .1,A2を 同時 に通 る β 線 に封 す る同時放 電の効率を調 べ る爲 に次 の實躁 を行つ た.
第1圖 の試 料の位置 にピ ッチ ブレン ドを置 くとβ線 も γ線 も出 るか ら,A.1,A2を 同時 に通 る
もの として は β+γ=138!分(ピ ツチプ レン ドを鉛で蔽 い)γ=15/分 故 に β=123/分 …次に
一A2の み を通 る もの としては β+γ+自 然計 数二224/分 γ+白 然計敷=84!分 故 にβ=139/分
で,Al,A2の 同時放電 の効率はほぼ100%と 考 えて よい.  .
               皿.結    諭
 以上我 々は 自然計数 を雫均%分 には減 じたけれ ども完全 に除 くことは出來 なかっ た.之 は 自
馨 計数 には γ綜 によ るものがあ り・ γ線 に劃 しては効率が低 いこ と,及 びB群 の不足 に依 る
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で あろ う.非 常 に弱 い β 放 射能 の測 定には我 々の場合,試 料 に蜀 す る計激管 の立 罷角が小 さ
く不充分で あるか ら,今 後は立艦 角 を大 き くし,■s. 1,,、2をB群 の土 に鉛直 に立 て るC・とに
よ りAl, A2を 同時 に通 る宇宙線 を全部 とらえ得 るB群 の幾何學 的配 謹を得 る様 に して實 験
を進 めたい,
              (昭 和24年3月3日 受 理)
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    引抜加工による塑性攣形の光弾性學的研究
      Study on the Plastic Deformation from the Drawing     圃
         Mechanism by Means of Photo-Elasticity
             植  村  吉  明
                Yoshiaki Uemura
 物艦の塑形攣性の問題を光揮性學の分野 より槻測する事が可能になれば,そ の機構は一層明
らかにされる.光 弾性學的に測定するためには共の試料は光 を透過 し,樹 懸力によつて複 屈折
を生す るものでなければな らない.な お普通取扱われるいる塑性攣 形の封象 は主 として金属で
あり,こ の金屡 と相似にある光弾性の材料は現左のところ谷 られていない.
 私蓮は新しい試みとして塑性攣形のag 1過程 である攣形を探 り上げ,容 易に攣形す るゼラチ
ンゼ リV-1)を試験材に用い引抜 きiこより光弾性學的に槻測 してみた。
 引抜 き(線 引き)に より塑性攣形を行 う際,其 れに用いるダ■スの角度により共の引抜力2)
並に残留鷹力の分布容)が異な る事ぱ既に多くの人々により測 定されているので,私 蓬はダイス
の角度がこの機構に如何に與つているかを解明すべき實験を試みナこので,共 の結果に就て申述
べる.
 光i渾性装置は槻測硯野の廣い理研の型;)を 用い,光 源は超高巫水銀燈5)を 用い,ブ イルタ ・一
により5770--91Aの 輩色光 とし,パ ンクロ乾板にて拓Oo秒 の露出で撮影 した.
 ダイスは二次元の もので35。 ・7.Oo,135。.300の4種 類の角度の もの を製作し,厚 さ8mm,
巾40乃 至76mm.の ゼラチンゼ リr・一を毎分約100mm.の 速 さで引抜いた.測 定は全てこの運動
中の ものに就て行つた.な ほこの際ゼ リ"の 厚 さが光の透過方向に攣化するのを防 ぐため,2
枚の歪の無い鏡板で挾み,ゼ リPと 鏡板 との間はモビルオィルを充分 に塗布 しナこ.
 第1圖 のスケツチは撮れた光揮性爲眞の干渉縞の模檬である.記 入 してある数字は其の次数
を示す.こ の干渉縞は複 屈折に原因しているので其の次数は試瞼片の定鮎 に就け る主慮力の差
(σ1一σ2)に 調憲 しナこものである.攣 形速度の遅い塑性攣形に於てはこの高い勢鋤慮力の護生
方向即ち高次数の延びている方向に滑 りを生 じ攣形されるものと考えられる6)の で,こ の嚢生
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